デザイン　リロン　46ゴウ　トウコウ　キテイ　シッピツ　ヨウリョウ　ヘンシュウ　コウキ　オクヅケ by unknown
Osaka University
Titleデザイン理論　46号　投稿規程/執筆要領/編集後記/奥付
Author(s)
Citationデザイン理論. 46 P.212-P.213
Issue Date2005-05-30
Text Versionpublisher
URL http://hdl.handle.net/11094/52950
DOI
Rights
「デザイン理論」投稿規程
1.内 容:デ ザイ ンに関する未発表の論
文,研 究報告等。
2.投稿資格:本 会会員
3.採 択:採 否及び掲載号については編
集委員会が決定する。
4.査 読:学術論文については,編集委
員会が査読者2名 に依頼する。
査読結果は編集委員会が本人
に通知する。結果は,㈲無条
件採用,(B)条件採用,(C)不採
用とする。
査読期間は2ケ月程度 とする。
5.執筆要領:別 に定める。
昭和37年11月11日改正,昭 和60年11月8日改正,
平成2年11月10日改正,平 成6年7月9日 改 正,
平成14年11月9日改正
6.提 出期 限:基 本的 には随時。 ただ し,学
術論文は,査 読のため,5月
春号掲載 希望 は,1月15日,
11月秋号掲載希望 は,6月30
日を〆切 りとする。
学術論文以外 は,こ れ は投稿
予告 の期 限で,実 際の投稿期
限は,そ れぞれ3月31日,8
月31日とな ります。
7.提 出 先:意 匠学会編集委員会
なお,以 上の規程 は,平 成14
年11月9日 よ り発効す る。
「デザイン理論」執筆要領 平成6年6月4日 編集委員会決定
1。原 稿:
原稿 は400字詰 め横書 原稿 用紙 に横書 き
とす る。
ワー プロで作成す る場合 は,A4大 の紙
に1行40字,1頁30行程度で作成す ること。
査読論文の場合は最終原稿 とともに,ま た,
研 究報告等 は原稿提 出時に,フ ロ ッピー
(機種,ソ フ ト等を明記)も 提 出す ること。
いずれ の場合 も,提 出 に際 しては,コ ピー
をとって手元 に保存す ること。
また,所 定の割付用紙に割 り付けを行なっ
て,原 稿 とと もに提出す ること。割付用紙
は必要 に応 じて各 自コピーす る こと。
2.原 稿の分量:
分量は学術論文 と研究報告 は ともに,図
版,図 表,注 な どすべ てを含 めて,刷 上 り
で,14頁以内 とす る。(400字詰原稿用紙で
は約45枚であ る)。紙上発表 は8頁 以 内,
発表 レジメは2頁 とす る。
3.原 稿 の構成:
原稿 には,表 紙,本 文,注,お よび学術
論文 と研究報告には欧文(原 則 と して英文)
要約,キ ーワー ド,目次 を付 す こと。
表紙 には,表 題 著者名(ふ りがな付 き),
所属機関名を和文 と欧文(原 則 と して英文)
で書 くζと。
欧文要約は,刷 上 り1頁 とす る。語数 は
約200語。必ず,タ イプライ ターまたはワー
プロで作成す ること。 また,で きる限 り,
当該言語を母 国語 とす る人 の校閲 をえてお
くこと。
キー ワー ド(和 文 および英文)は,そ れ
ぞれ5語 以 内 とす る。
4.図 ・表の レイアウ トな ど:
図版 はモノクロー ムと し,位 置の指定,
大き さ,レ イアウ ト,必 要な トリミングな
どはす べて執筆者が行な うこと。 レイア ウ
トな どには学会指定 の割付用紙 で行 な うこ
と。
図版 などの著作権 の問題がある と思 われ
る場合 は,執 筆者 自身 が事前 に許可 を とっ
てお くこと。当学会 は著作権 につ いての責
任 は負わな い。
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編集後記
昨年度末に役員改選が行われ,新 会長の下,
新たな歩みが期待される年です。編集委員会
も,梅宮弘光先生を副委員長に迎え,主 に秋
号を担当していただけることになりました。
春号は今 しばらく渡邊が中心となって担当し
ます。編集委員のメン六一も半数替わり,さ
らなる充実に努めます。
年2回 の発行となって2年 目ですが,当初
危惧 していたような投稿者不足 もなく,今号
の9点 の学術論文に明らかなように,嬉 しい
悲鳴という状況です。ただ昨年 もそうでした
が,春 号と秋号で投稿者が春号に偏 り,ア ン
バランスが生じています。秋号への投稿が増
えることを願っています。
投稿者に悩むことがないのは,学会の活動
としては活況の証ですから,嬉 しい限 りです。
勿論問題がないのではありません。査読つき
の論文が,博士後期課程の学位審査の申請条
件となっているケースが多 く,それが現在の
投稿者の多さの要因となっていると思われま
す。これ自体に問題があるのではありません。
問題は,課程修了後の研究者としての活動環
境の厳しさです。若い研究者に,常勤は勿論
非常勤のポス トですら,潤沢に用意されてい
る状況ではありません。むしろ厳 しさが増 し
ています。
研究の継続 とその成果の発表を学会として
は期待するのですが,容易ではありません。
30歳代,40歳代の研究者の研究発表が増えて
いるとは言えません。この状況は簡単には解
決できませんが,発表の場を確保することが,
研究の継続に少 しでも寄与することになると
願って,努力 したいと思 っています。
(文責 渡辺 眞)
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